
 1

音声学から考える商標の称呼の類否 総整理第５回 
 

弁理士 池山拓治 
 
 
０．日本語を俯瞰して考察する。 

日本語についてより客観的に考察できるようにするため、多言語と比較しつつその特徴を述べます。特
に誤解が多い分野です。 

 
１．日本語の特徴 

以下の 4 点が代表的です。 
 ①語彙数が多い 

 岩淵悦太郎が『現代日本語』に詳しく書いているが、言葉をほぼ理解できるようになるのに必要な語
彙数は主なヨーロッパ言語が約 5 千語であるのに、日本語は２万２千語とのことです。市販の『日常
会話の単語』『でる順』『頻出単語』等の書籍を頭に入れることで、マスターしやすいのが外国語で、
それでもなお日常会話にはついていけないのが日本語といってもいいでしょう。 
 また、 敬語等の自身と相手との関係を考慮し、言葉を使い分ける仕組みを待遇表現といい、語
彙を増やす複数の要因の一つです。丁寧語、尊敬語、謙譲語等の表現を有する言語は日本語以
外にもあります。しかし、日本語は高度に発達し、複雑であることが特徴です。 
②表記が非常に複雑 

日本語ではひらがな・カタカナ・漢字を同時に用いています。複数の表記システムを同時に混在さ
せるかなり珍しい言語です。さらに、漢字は複数の読み方があります。 
③音のバリエーションが少ない 

定義によって数が大きく異なりますが、英語は母音の数が１０超、子音は 2０超、同じくロシア語は母
音が５ほど、子音が３０超ですが、日本語は母音が５、子音が１５前後です。日本語は他の言語に比
して、母音と子音の数が少ないといわれています。 
④動詞の活用が単純 

動詞の活用の主要素である性・数・格、時制が限りなく単純にできています。 
言語によっては性が男性、女性、中性の３つ、数が単数、複数、双数の３つあり、格は５から１５も有
する言語もあり、１の語が１００以上も形を変えることが珍しくないことを考慮すると、日本語の活用などと
んでもなく単純です。なお、④は称呼の問題に影響しません。 

 
２．日本語の音声について 

 ①②③からわかるとおり、少ない音の組み合わせで多くのことばを作ることになり、同音異字（同音異
義語）も多数発生しますし、同音でない場合も称呼の類否が問題になる場面が多くなってしまうことは
日本語の宿命といえます。 

 
３．日本語学習の難易度 

日本語は他の言語と共通した祖語を見いだせない孤立言語ですから、ハードルが高いといえます
が、文法的特徴の点では、世界の言語の主流を占めるグループに属しますから、メジャー言語と分類
できます。一方で、存在感の大きい言語グループから見ると、日本語は異端で、マイナー言語と分類
できます。 

最後に、世界で最も存在感の大きい言語である英語から日本語をみた有名な分類を紹介します。
米国国務省「外国語習得難易度」では日本語は「激ムズ」という最高難度に分類されています。 
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https://www.state.gov/foreign-service-institute/foreign-language-training 
 

なお、上記の分類は英語を基準として言語間距離という観点から言語を分類したものです。学習歴
や成育歴等の他の要素を排除していることから、普遍的に当てはまるものではありません。 
 

以上 


